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１．双葉町の復興計画等の概要（1/5）                                           
 
■復興まちづくりの目標（双葉町の復興に向けて） 
       ＜目 標＞                  ＜基本方針＞ 
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出典：双葉町復興まちづくり長期ビジョン（H27.3双葉町） 

町民のきずなをつなげるまち 

ふるさと双葉町の記憶を次世代に
引き継ぐまち 

新たにみんなでつくりあげる魅力的
なまち 

新たな産業を創出し継続的な雇用
を生み出すまち 

次代の双葉町を担い世界に貢献す
る人材を育てるまち 

災害を克服し安全・安心に暮らせる
まち 

・双葉町とのつながりの維持 
・交流の促進 
・町の復興のシンボルづくり 

・双葉町の記憶の伝承 
・ふるさとへの思いや良さの継承 

・新たな生活の場の確保 
・既存中心市街地の再生 

・復興を牽引する新たな産業の創出 
・魅力的な雇用の場の確保 
・既存産業（農業・商工業）の再生 
・生活・産業を支えるインフラの整備 

・人材育成・教育 
・高度な教育環境の整備 

・津波災害への備え 
・暮らしの安全対策 



１．双葉町の復興計画等の概要（2/5）                                          

■両竹・浜野地区復興計画の土地利用計画 
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出典：双葉町復興まちづくり長期ビジョン（H27.3双葉町） 



１．双葉町の復興計画等の概要（3/5）                                          

■両竹・浜野地区復興計画の土地利用計画（復興祈念公園関連抜粋） 
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出典：双葉町復興まちづくり長期ビジョン（H27.3双葉町） 

○復興祈念公園として、地震・津波災害と原発事故の教訓と復興の過程を広く後世に伝える 
 ため、国営復興祈念施設（岩手県･宮城県･福島県に一カ所ずつ整備予定）の誘致を県営公 
 園の整備とともに福島県に要望します。復興祈念公園には「記念碑」と「慰霊碑」、被災地の 
 在りし日の姿を記したモュメントの設置 も求めます。復興祈念公園は、津波からの防御機 
 能を兼ね備えたものとしての整備を求めます。また、復興産業拠点に誘致する原発事故の 
 アーカイブセンターと連携することで、東日本大震災と、福島第一原発事故の「学びの場」と 
 して、全国・世界からの来訪者を受け入れる施設となります。 

○【復興産業拠点】に整備される施設の活用も含めて、この地区における津波避難ビル（施 
 設）の整備を行います。 

○将来的には双葉海浜公園を思い起こす町民の憩い、スポーツレクリェーションの場として 
 整備します。 

○海岸防災とあわせて、かつての海辺の風景を再現し、双葉町の風景の一つを取り戻します。 



１．双葉町の復興計画等の概要（4/5）                                          

■段階的な整備イメージ（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・両竹・浜野地区から復興をスタート 
 まずは、双葉町の復興のさきがけとなる両竹・浜野地区の復旧・復興を進めるため、下図の土地利用計画を
基本に事業を推進する。 
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出典：双葉町復興まちづくり 
長期ビジョン（H27.3双葉町） 



１．双葉町の復興計画等の概要（5/5）                                          

■段階的な整備イメージ（２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・町再興期 
 避難指示解除後、「新たな生活の場」で安心して快適な生活を送れる環境を整え、双葉町の再興を実現する
最終段階 
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出典：双葉町復興まちづくり長期ビジョン（H27.3双葉町） 



２．浪江町の復興計画等の概要（1/4）                                          

■復興まちづくりの考え方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■４つの目標 

復興の基本方針（浪江町復興計画【第一次】） 

○すべての町民の暮らしを再建する～どこに住んでいても浪江町民～ 

○ふるさと なみえを再生する～受け継いだ責任、引き継ぐ責任～ 

○被災経験を次代や日本に生かす～脱原発、災害対策～ 

みんなで必ず取り戻す 安全・安心の暮らしやすいまち 

みんながつながるまち 

双葉郡北部の復興拠点を担うまち 

未来に向けて希望のあるまち 

ふるさとを取り戻す第一歩として、まずは町内の復興拠点で安心して暮らせる環境
をつくります。 

町内外で暮らす全ての町民が、つながり続けることができるまちを目指します。 

双葉郡の北側の玄関口として、双葉郡の復興拠点となるまちを目指します。 

浪江らしさを大切にしながら、発展性のある魅力的なまちを目指します。 
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出典：浪江町復興まちづくり計画（H26.3浪江町） 



２．浪江町の復興計画等の概要（2/4）                                          

■復興まちづくり方針（避難指示解除に向けたまちづくり H29.3まで） 

つながりの場の創出： 
交流施設等を確保し、健康増進機能・文化 
の継承を通してつながりを維持 

津波被災地の復興： 
「鎮魂の森」などといった災害記念公園や 
スポーツ・健康増進エリア、雇用創出エリ 
アとしての整備 
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出典：浪江町復興まちづくり計画概要版（H26.3浪江町） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．浪江町の復興計画等の概要（3/4）                                          

■復興まちづくり方針（避難指示解除後のまちづくり H29.3以降） 

・ 伝統文化の保護・継承や震災の記憶を 
   次世代に伝えるための体制と施設整備 

・ 町外で生活を続ける町民に対する町の 
   復興情報の発信 

・ 視察者など、より多くの人に町の状況を 
 知ってもらうためのＰＲ・発信 

・ Ｉターンなど新たな住民を呼び込むため 
   復興状況等のＰＲ・発信 
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出典：浪江町復興まちづくり計画概要版（H26.3浪江町） 



２．浪江町の復興計画等の概要（4/4）                                          

■帰還開始時におけるまちづくりイメージ 
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出典：浪江町復興まちづくり計画（H26.3浪江町） 



 
• 双葉町では、本年7月に双葉町復興町民委員会を設置し、
町民のきずなの維持・発展に向けた取組や、双葉町復興
まちづくり長期ビジョンに書かれた施策のさらなる具現化
に向けた検討等を始めた。 

• 浪江町では、本年10月から地元の町民を中心に懇談会
を行い、津波被災地の利活用について検討を進める予
定。 

• 現在、双葉、浪江両町による復興祈念公園周辺等の復
興まちづくりに係る打合せ等を本年度より実施中。 
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３．現在の取り組み状況                                          


